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（総合審査結果の要旨） 
 
 実体験によりイメージとして見出されていた視覚的感覚をより論理的・具体的に深め拡げて、明治以
降日本における絵画手法において主流となっている西洋的遠近法（一つの視点より画面上より自然に見
えてくるよう、立体的に描く）による絵画手法・視点でなく、「空覚」（そらかく：ものを面としてみる
事によって水平・垂直がわからなくなる感覚）と自ら導き名付けた新しい視点による絵画手法を研究テ
ーマとした試みは意欲的で斬新・新鮮であると評価できる。論文については自らの体験、飛行機に乗る
事で得られた自らの体験「俯瞰するまなざし」（立体的でなく水平・垂直に見ることによって平面的な視
覚となる）Vertigo（ヴァーティゴ）と呼ばれる「平衡感覚を失う」ことによる浮遊する感覚また「俯瞰
と仰望」・「ミクロとマクロ」・「地と図」等二項対立の物でありながら類似性と逆転もありうるものとし
て語られる新しい視覚の提案としてなされ拡がりをみせている。 
 新しいメディアとして得られた航空写真。それによって得られたナスカの地上絵・尾上公園・地図・
パノラマ観が具体例を持った検証となって述べられており、説得力を持たしている。これらは先に述べ
た西洋的遠近法と正対する理論でありその主張は成功したといえるだろう。 
 絵画作品においては、論文によって述べられた「俯瞰するまなざし」で得られた水平・垂直的視点に
より描かれた緑をベースとして屋上庭園をイメージする作品群、赤をベースとして街をイメージする作
品群、Vertigo（ヴァーティゴ）によって浮遊する感覚から導かれる視覚あるいは断片として切り取られ
た立体的小作品群で構成されており、それぞれが色彩感覚溢れた作品群として共感・共鳴仕合い実感を
ベースとしたインスタレーション的な展示法と相俟って気持ちのよい空間をつくっている。一つ一つの
作品は平面的感覚、あるいは浮遊する断片として切り取られた作品であるが全体を見ると一つの視点と
言うより様々な視点・視覚要素を持っている作品群となって好感が持てる。以上の論文・作品群に後期
博士課程の技量を十分に満たしていると思われるので合格とする。 
 
